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7.15
平成 29年
（2017 年） 白井市は

「ときめきと
み ど り あ ふ れ る
　　　　快活都市」

を目指します。

「
お
元
気
み
ま
も
り
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す

〜
住
民
同
士
の
絆
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
〜

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
急
増
し
て
お
り
、
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
結
果
で
1
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
は
1
、
7
0
2
人
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
75
歳
以
上
の
人
口
が
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地
域
全
体
や
隣
近
所
で
の
見
守
り
や
交
流
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
見
守
り
パ
ー
ト
ナ
ー
（
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
高
齢
者
宅
を
定
期
的
に
訪
問
し
た
り
地
域
の
団
体
が
電
話
な
ど
で
安
否
を
確
認
し
た
り
す
る
「
お
元
気
み
ま
も
り

事
業
（
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
見
守
り
事
業
）」
を
始
め
ま
す
。

問

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
4

　見守りパートナー（研修を受けて見守りパートナー登
録をした住民）が原則月2回、2人で自宅を訪問し、元気
に生活しているかを確認します。
　また、市からのお知らせや介護予防・消費者被害防止
などのパンフレットなどを配布する場合があります。

　市に登録をしたネットワークパートナー（地域の福祉
団体など）が、原則月2回、電話、ファクスやメールに
より元気に生活しているかを確認します。
※見守りパートナーやネットワークパートナーは、個人
情報の守秘義務や公正中立な対応に関する誓約書を市に
提出します。

　社会福祉協議会に研修事務や見守り
パートナー、ネットワークパートナー
と対象者のマッチング、活動ポイント
の管理や交付などを行う「見守りコー
ディネーター」を配置しています。
■問　社会福祉協議会　☎（492）5713

「見守りコーディネーター」を配置

　お元気みまもり事業では、高齢者宅に月２回程度訪問する「見守りパートナー」を募集します。見守り
パートナーには、写真付きの「見守りパートナー登録証」を発行し、訪問1回につき100円相当の活動ポイ
ントを交付します。活動ポイントは翌年度に申請を受けて換金支給します。
　見守りパートナーになるには、市が実施する「見守りパートナー研修」を受講する必要があります。

日時　8月6日㈰　午後1時30分～ 3時30分
場所　保健福祉センター
対象　市内在住の18歳以上の人
持ち物　筆記用具
※当日登録申請を行う人は、印鑑、縦2.5㌢㍍×横2㌢㍍の顔写真（スナップ写真可）の裏面に氏名を記載
したものを持参してください。
内容　事業概要説明や守るべき事項、高齢者福祉制度、高齢者の心身の特徴、傾聴の基本、登録の流れなど
※研修に参加できない場合でも、5人以上の参加者があれば随時研修を実施しますので、希望する人は、問
い合わせてください。
■申・■問　8月4日㈮までに社会福祉協議会☎（492）5713へ

「見守りパートナー研修」を実施します

あなたも「見守りパートナー」として活動しませんか

見守り登録者

　地域の相
談役を担う
地区の民生
委員と連携
を図ります。

見守りパートナー民生委員

訪問による見守り 電話などによる見守り

お元気で
すか～♪

※希望によりファクス
やメールも対応します。

見守り登録者

　市内在住の高齢者で、医療・介護・福祉などの公的サービスによる週1回以上
の自宅訪問がなく、原則、次のいずれかに該当する人です。利用を希望する場
合は、地域包括支援センターに申請してください。
●1人暮らしの65歳以上の人
●65歳以上のみの世帯に属する75歳以上の人
●同居家族がいるが、家族の就労などにより、日中1人である75歳以上の人

対象になる人

もしもし
お元気で
すか～♪

ネットワークパートナー

地域のために受講しませんか相談してください
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

「
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

体
験
活
動
の
部
の
参
加

者
募
集

　

　
市
民
団
体
や
事
業
者
、
行
政
が
連

携
協
力
し
て
環
境
保
全
活
動
を
実
施

し
て
い
く
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
体
験
活
動
の
部
で
は
、
平
塚
地
区

の
神
社
仏
閣
の
散
策
案
内
、
古
代
米

の
育
成
状
況
観
賞
、
流
し
そ
う
め
ん

で
昼
食
、
生
き
物
展
示
を
見
な
が
ら

生
き
物
に
つ
い
て
の
話
を
し
ま
す
。

日
時
　
8
月
5
日
㈯
　
午
前
10
時
15

分
〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所
　
白
井
聖
地
公
園
駐
車
場

（
平
塚
）

対
象

　
市
内
在
住
の
親
子

　
20
組

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
軍
手
、
飲
み
物
、
帽
子

※
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
0
0
円
（
昼
食
代
）

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
で
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班

　
内
線
3
2
8
7
・

k
an
k
y

ou
@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

夏祭り日程
日程・時間 名称 場所 問い合わせ先 雨天対応

7
月

16日㈰ 13：00 西白井ふれあい夏祭り 西白井地区コミュニティ施設建設予定地
田中
☎090（3232）5213

小雨決行、荒天の場
合は17日㈷

22日㈯ 15：00 桜苑弐番街自治会夏祭り納涼会 桜苑弐番街団地中庭 綱川
☎080（3122）7979 雨天決行

29日㈯
30日㈰ 18:00 栄区夏祭り盆踊り大会 冨士栄八幡神社開拓広場

小金谷
☎（445）1476

両日雨天の場合は31
日㈪のみ

8
月

4日㈮ 18:00 白井工業団地青年部納涼盆踊り大会 公民センター駐車場 志摩
☎（491）0224 公民センターで実施

5日㈯

16:00 大山口小学校区合同夏まつり
大山口小学校校庭・
体育館

大山口住宅管理組合
事務所☎（491）9743

大山口小学校体育館
で実施

16：15 清水口地区夏まつり納涼大会 七次第一公園芝生広場 谷口☎（491）3350
清水口小学校体育館
で実施（17：00 ～）

17：00 七次台自治会地域親睦納涼大会 七次台児童公園 岡本
☎090（6161）1962 七次台会館で実施

18：30 冨士地区合同夏祭り 冨士南園広場 鈴木
☎090（4423）1082 雨天の場合は6日㈰

5日㈯
6日㈰

16：00 白井駅地域合同夏祭り 白井駅前南側広場 由地
☎090（4543）1937

5日㈯雨天の場合は6
日㈰のみ、両日雨天
の場合は中止

19日㈯ 17：00
合同夏祭り（七次台三
丁目、七次台四丁目、
野口自治会共催）

野口台児童公園 安孫子
☎（498）1770 小雨決行

26日㈯ 16：00 白井夏祭り納涼盆踊り大会 白井第一小学校 文化課
☎（492）1123 荒天の場合は27日㈰

※会場へは徒歩、自転車などで来場してください。

八
幡
溜
の
会
の
川
の
学

校「
川
の
親
子
観
察
会
」

　
神
崎
川
を
守
る
し
ろ
い
八
幡
溜
の

会
と
の
共
催
事
業
で
川
の
学
校
（
全

3
回
）
を
開
校
し
ま
す
。
第
1
回
は

「
川
の
親
子
観
察
会
」
で
す
。

日
時

　
7
月
30
日
㈰

　
午
前
9
時
〜

原
っ
ぱ
の
会
の
里
山
学

校
「
バ
ラ
ッ
パ
ま
ん

じ
ゅ
う
つ
く
り
」

　
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
原
っ
ぱ
と

森
の
会
と
の
共
催
事
業
で
里
山
学
校

（
全
9
回
）
を
開
校
し
て
い
ま
す
。

　
第
2
回
は
「
バ
ラ
ッ
パ
ま
ん
じ
ゅ

う
つ
く
り
」
で
す
。

日
時
　
7
月
29
日
㈯
　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午

場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般

　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布

巾
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か

メ
ー
ル
で
原
っ
ぱ
の
会

　
伊
藤
☎

0
8
0
（
1
1
4
6
）
2
0
2
6
・

y
m
h
a
ra
p
p
a
@
y
a
h
o
o
.

co.jp

へ

問
　
原
っ
ぱ
の
会

　
伊
藤
☎
0
8
0

（
1
1
4
6
）
2
0
2
6
、
環
境
課

環
境
保
全
・
放
射
線
対
策
班

　
内
線

3
2
8
8

北
千
葉
道
路
を
知
っ
て
い

ま
す
か
〜
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
を
開
催
し
ま
す
〜

　
国
、県
、沿
線
市
で
北
千
葉
道
路
（
市

川
市
〜
白
井
市
）
の
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
現
在
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
パ

ネ
ル
な
ど
を
使
用
し
て
情
報
提
供
や
説

明
を
す
る
「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
」
を
開

Q
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

を
格
安
ス
マ
ホ
に
変
え
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
注
意
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　（
40
歳
代
・
女
性
）

A
　
格
安
ス
マ
ホ
と
は
、
通
信
設
備

な
ど
を
持
つ
大
手
携
帯
電
話
会
社
か

ら
通
信
網
を
借
り
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
格
安
ス
マ
ホ
会
社
が
販
売
し

て
い
る
ス
マ
ホ
の
こ
と
で
す
。

　
格
安
ス
マ
ホ
会
社
で
は
、
S
I
M

カ
ー
ド
（
契
約
者
情
報
を
記
録
し
た

カ
ー
ド
）
と
端
末
機
器
を
セ
ッ
ト
で

販
売
し
て
い
る
場
合
と
、
S
I
M

カ
ー
ド
だ
け
を
販
売
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
格
安
ス
マ
ホ
会
社
が

提
供
し
て
い
る
S
I
M
カ
ー
ド
は

「
格
安
S
I
M
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　
格
安
ス
マ
ホ
は
、
電
話
と
デ
ー
タ

通
信
が
で
き
る
も
の
、
デ
ー
タ
通
信

し
か
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

電
話
料
金
が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
で
電
話
を
多

く
利
用
す
る
人
は
、
現
在
と
格
安
ス

マ
ホ
に
変
え
た
場
合
の
電
話
料
金
を

比
較
し
、
よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

通
信
速
度
は
借
り
て
い
る
通
信
網
に

限
り
が
あ
る
の
で
、
利
用
が
集
中
す

る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
が

遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
格
安
ス
マ
ホ
に
変
え
た
場
合
、
大

「
格
安
ス
マ
ホ
」
は
本
当
に
安
い
？

手
携
帯
電
話
会
社
で
利
用
し
て
い
た

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
格
安
ス
マ
ホ
会
社
で
独

自
の
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
が
な
い
場
合
は
フ
リ
ー

メ
ー
ル
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
他
に
も
、
大
手
携
帯
電
話
会
社
で

無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

（
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や
端

末
の
故
障
・
修
理
時
の
代
替
機
サ
ー

ビ
ス
な
ど
）
が
有
料
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
格
安
ス
マ
ホ
会
社
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
運
営
コ
ス
ト

を
抑
え
る
た
め
に
実
店
舗
が
な
い
場

合
が
多
く
、
故
障
な
ど
の
相
談
が
電

話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
限
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
」「
メ
ー
ル
の
返
事
が
戻
っ

て
こ
な
い
」
と
い
う
苦
情
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
格
安
ス
マ
ホ
に
変
え
る
場
合
は
料

金
の
安
さ
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の

利
用
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で

提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を
確
認
し
、

慎
重
に
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
215

しろいの夏祭りへ　みんなで出かけよう
　地域住民の心のふれあいと連携を深める夏祭りは、地域に住んでいる皆さんの創意工夫
と努力によって運営されています。各地域で開催する夏祭りの日程は下表のとおりです。
■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3246 ～ 8

夏
休
み
子
ど
も
環
境
学

習
〜
地
球
環
境
の
今
と

将
来
を
学
ぶ
〜

　
白
井
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
と

の
共
催
で
茨
城
県
に
あ
る
「
筑
波
宇

宙
セ
ン
タ
ー
」「
筑
波
実
験
植
物
園
」

の
見
学
、
体
験
学
習
会
を
実
施
し
ま

す
。

日
時
　
8
月
3
日
㈭
　
午
前
8
時
50
分

〜
午
後
5
時

集
合
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎
玄
関
前

対
象

　
小
学
4
年
生
〜
中
学
生
　
30

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
弁
当
、
飲
み

物
、
帽
子
、
傘

11
時
30
分
（
雨
天
時
は
8
月
6
日
㈰

に
延
期
）

集
合
場
所

　
け
や
き
台
緑
地

対
象

　
小
学
生
以
上
の
親
子

　
15
組

（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
3
年
生
以
上
は
1
人
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

講
師

　
千
葉
県
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー

　
鈴
木
規の
り
や
す
慈
さ
ん

持
ち
物

　
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
バ
ケ
ツ
、
観
察
ケ
ー
ス
、
あ
れ

ば
網

参
加
費
　
無
料

申
　
7
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
し

ろ
い
八
幡
溜
の
会

　
寺
園
☎
0
9
0

（
8
1
0
7
）
2
7
6
3
へ

問
　
し
ろ
い
八
幡
溜
の
会
　
寺
園
☎

0
9
0
（
8
1
0
7
）
2
7
6
3
、

環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対
策
班

内
線
3
2
8
8

催
し
ま
す
。

日
時

　
8
月
4
日
㈮
、
5
日
㈯

　
午

前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
北
千
葉
道
路
広
報
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
千
葉
県
道
路
計
画
課
）

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
3
1
2
4
、

都
市
計
画
課
計
画
整
備
班

　
内
線
3

2
3
6
・
7

講座などの申込開始日は15日から（休所・館の場合は翌日）です

　市では、平成30年4月1日付けで採用する
職員の採用試験を平成29年度印旛郡市職員
採用共同試験（1次）により実施します。
　採用予定職種・年齢要件・資格要件・人
数は下表のとおりです。

■申・■問　7月24日㈪から8月7日㈪までに所
定の申込書（総務課、市ホームページにあ
ります）に必要事項を記入の上、郵送（消
印有効）か直接総務課人事班　内線3315へ

市職員採用試験（初級等）

一般行政職初級 管理栄養士

年齢
要件

平成8年4月2日から
平成12年4月1日ま
でに生まれた人
※採用枠のうち若
干名の障がい者（障
害者手帳を所持し
介助者を必要とせ
ず、活字印刷文の
出題に対応できる
人）を募集します。

昭和62年4月2日以
降に生まれた人

資格
要件 ―

管理栄養士の資
格を有する人ま
たは平成30年3月
末日までに資格
取得見込みの人

人数 7人程度 1人

試験日程　9月17日㈰　午前10時～（受け
付け　午前8時30分～）
試験場所　佐倉市立佐倉中学校

夏
の
環
境
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

参
加
費

　
5
0
0
円
（
資
料
代
・
保

険
代
）

申
　
7
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
環

境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対
策
班
　

内
線
3
2
8
7
へ

問
　
白
井
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会

秋
井
☎
0
9
0
（
8
0
3
3
）
5
5

7
0

　
市
で
は
、
白
井
の
自
然
環
境
の
豊
か
さ
を
知
り
育
む
た
め
の
環
境
学
習
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
市
民
団
体

と
の
共
催
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。



2017.7.153

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平成30年4月から国民健康保険制度が変わります
　国民健康保険（国保）は病気やけがをしたときに、安心して病院にか
かることができるように加入者が費用を出し合い助け合う制度で、それ
ぞれの市町村が運営しています。
　平成27年に成立した「持続可能な医療保険制度を構築するための国民
健康保険法等の一部を改正する法律」により、平成30年度から国民健康
保険の財政運営の責任主体が市町村から都道府県に変わります。これに
より、都道府県は安定的な財政運営や効率的な事業の確保など、国保運
営の中心的な役割を担い、制度の安定化を目指すことになります。
◆制度改正によって変わること
●資格管理が市町村から都道府県へ
※同一都道府県内の他市町村へ引っ越しをしても、資格の喪失・取得は
生じません。これにより、高額療養費の多回数該当（同じ世帯で、当月
を含めた過去12カ月間に4回以上高額療養費に該当する場合、４回目以降
の自己負担限度額が軽減される場合があります）の引き継ぎがされるこ
とになります。
◆制度改正でも変わらないこと
●国民健康保険税の賦課・徴収
●国保加入・離脱の届け出
●保険証の発行
●給付など各種申請の受け付け
※上記の事務は、平成30年度からも引き続き市町村が行います。
■問　保険年金課保険税班　内線3171 ～ 3

老齢基礎年金の受給資格期間が10年になります
　平成29年8月から、老齢の公的年金を受給するために必要な受給資格期
間が25年から10年になります。
　受給資格期間が10年以上あることを確認できた人には日本年金機構から
「年金請求書」が送付されますので、必要事項を記入の上、必要な書類を
持参して年金事務所窓口で手続きをしてください。年金の記録を確認した
い人はこの機会に相談してください。
　年金請求時は混雑が予想されます。あらかじめ「ねんきんダイヤル」な
どで予約相談をしてください。
■問　ねんきんダイヤル　☎0570（05）1165、船橋年金事務所　☎（424）
8811・予約相談専用　☎（460）0141、保険年金課保険年金班　内線3174

私のまちのかかりつけ医
白井駅前せあらしクリニック　瀬嵐康之医師

●先生の専門分野を教えてください
　消化器内科、特に肝臓病の治療を専門として肝臓
専門医の指定も受けていますが、地域の身近な医師
として、風邪はもちろん、糖尿病や高血圧などの生
活習慣病、整形外科疾患から子どもの病気まで幅広
く診療しています。自身の専門でない病気について
は専門とする病院へ紹介するなど、適切な診療が受
けられるよう対応しています。
　幅広い病気を対象として、一人一人の患者さんと
長く付き合えることが開業医の魅力だと感じていま
す。
●診療で心掛けていることを教えてください
　健康寿命（心身ともに健康で自立して生活できる期間）を伸ばすことが開業医の
役目と考え、内視鏡や超音波、レントゲンなども活用して病気の早期発見・治療に
つなげています。
　また、将来発症が予測される病気のリスクを軽減する予防治療にも力を入れてい
て、目の前の症状だけではなく、患者さんのこれまでの生活環境などの聞き取りも
大切にしています。
●自身の健康のために気を付けていることはありますか
　日々忙しく、なかなか時間をとることは難しいですが、時間ができた時には趣味
のゴルフや旅行など、外へ出て心身ともにリフレッシュし、心にゆとりをもって診
療に臨めるようにしています。
●市民へのメッセージをお願いします
　健康について心配があるときには思い悩まず、気軽に相談に来てください。
　　　　　　　　白井駅前せあらしクリニック　住所　笹塚2-2-2　☎（497）0072

瀬嵐康之医師

病
児
保
育
の
当
日
利
用

が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た

　
市
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
白
井
聖
仁
会
病
院
内
の
病
児
保

育
施
設
「
う
さ
ぎ
保
育
所
」
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
前
日
の
予
約
が
必

要
で
し
た
が
、
当
日
で
も
定
員
に
空

き
が
あ
る
な
ど
受
け
入
れ
が
可
能
な

場
合
に
は
、
利
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
の
登

録
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
利
用
す
る
前

に
空
き
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
う
さ

ぎ
保
育
所
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
保
育
課
や
市

内
保
育
園
な
ど
で
配
付
し
て
い
る

「
利
用
の
し
お
り
」か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

申
　
電
話
で
う
さ
ぎ
保
育
所
☎

0
7
0
（
2
6
5
6
）
5
6
7
1
へ

問
　
う
さ
ぎ
保
育
所
☎
0
7
0
（
2

6
5
6
）
5
6
7
1
、
保
育
課
保
育

班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
8

「
無
料
弁
護
士
相
談
」

〜
借
金
返
済
の
相
談
を

し
ま
せ
ん
か
〜

　「
生
活
が
苦
し
く
て
、カ
ー
ド
ロ
ー

ン
の
借
り
入
れ
が
膨
ら
ん
で
し
ま
っ

て
い
る
」「
事
業
に
失
敗
し
て
多
額

「
ち
ょ
っ
と
ひ
と
涼
み
」

で
熱
中
症
予
防

　
熱
中
症
予
防
に
、
市
役
所
や
市
の

出
先
機
関
の
ロ
ビ
ー
を
「
ひ
と
涼
み

ス
ポ
ッ
ト
」
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

の
借
金
が
残
っ
て
い
る
」「
給
料
が

減
っ
て
し
ま
い
、
月
々
の
借
金
返
済

が
滞
り
そ
う
」
な
ど
借
金
の
問
題
を

抱
え
て
一
人
で
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
、

こ
の
機
会
に
千
葉
県
弁
護
士
会
所
属

弁
護
士
に
相
談
し
て
、
安
心
し
た
生

活
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
を
つ
か
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
　
27
日
㈭
　
①
午
後
3
時
30
分

〜
4
時
20
分

　
②
午
後
4
時
30
分
〜

5
時
20
分

　
③
午
後
5
時
30
分
〜
6

時
20
分
　
④
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

20
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
者

　
各
1
組
（
申

し
込
み
順
）

申
・
問

　
26
日
㈬
の
正
午
ま
で
に
電

話
で
く
ら
し
と
仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
6
5
0
へ

　
期
間
は
9
月
30
日
㈯
ま
で
で
、
期

間
中
は
の
ぼ
り
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
外
出
の
際
は
、
帽
子
や
日
傘
で
日

よ
け
を
し
た
り
、
い
つ
で
も
水
分
補

給
が
で
き
る
よ
う
飲
み
物
を
持
ち
歩

き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
長
時
間
歩
い
た
後
や
疲
れ

て
い
る
と
き
は
熱
中
症
に
か
か
り
や

す
く
な
る
の
で
、
休
息
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

のぼり旗

高
齢
者
の
実
態
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯
や
65
歳
以
上
の
1
人
暮
ら

し
の
世
帯
を
対
象
に
、
実
態
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
（
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）。

　
調
査
方
法
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
職
員
（
身
分
証
ま
た
は
実
態

調
査
員
証
を
携
帯
）
が
訪
問
し
、
健

康
状
態
や
家
族
構
成
、
緊
急
時
の
連

絡
先
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
な

ど
を
聞
き
取
り
調
査
し
ま
す
。

　
身
体
の
状
態
に
応
じ
て
必
要
な
介

護
保
険
な
ど
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
災
害
時
や
緊
急
時

の
迅
速
な
援
護
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
ま
す
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
4

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

講座などの申込開始日は15日から（休所・館の場合は翌日）です

保険年金課からのお知らせ

国民健康保険運営協議会委員を委嘱しました
　5月31日に国民健康保険事業に関して審議をしていただく国民健康
保険運営協議会委員の委嘱状を交付しました。
　任期は、平成29年4月1日から2年間で、委員は次の皆さんです。（敬
称略）
被保険者の代表　秋本昇、宇賀文江、中川浩子
保険医の代表　奥澤昌道、齋藤安廣、島田敏雄
公益の代表　伊藤四郎、櫻井まゆみ、武藤栄子
被用者保険保険者の代表　柳橋良造
■問　保険年金課保険税班　内線3172

平成29年8月から高額療養費制度が変わります
　平成29年8月から、70歳以上の人（白井市の国民健康保険・後期高齢
者医療保険に加入している人）の高額療養費自己負担限度額が下記のと
おり変更になります。
　なお、70歳以上の低所得の人（非課税世帯の人）、70歳未満の人の自
己負担限度額に変更はありません。
　高額療養費の詳しい内容は、問い合わせてください。

高額療養費70歳以上の人の限度額（平成29年8月診療分から）

区分 外来＋入院（世帯単位）Ｂ
外来（個人ごと）Ａ

現役並み
所得者

57,600円

80,100円＋（医療費－267,000円）
×1㌫
1年以内に4回以上受ける場合で4回
目以降は44,400円

一般
14,000円
（年間上限144,000円）

57,600円
１年以内に４回以上受ける場合で４
回目以降は44,400円

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 8,000円 15,000円
※70歳以上の人は、外来でかかった自己負担額を外来（個人ごと）Ａ
に適用後、世帯で世帯単位の限度額Ｂを適用します。入院での負担は、
世帯単位の限度額Ｂまでとなります。

■問　保険年金課保険年金班　内線3179、3181



駅  

ち
び
っ
こ
プ
ー
ル
デ
イ

日
時
　
7
月
26
日
㈬
、
8
月
1
日
㈫
・

5
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
（
自

由
参
加
）

持
ち
物
　
水
着
か
水
遊
び
パ
ン
ツ
、

つ
ば
の
あ
る
帽
子
、
サ
ン
ダ
ル
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え

※
自
宅
で
検
温
を
行
っ
て
か
ら
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

公  

プ
ー
ル
遊
び

日
時
　
8
月
1
日
㈫
・
2
日
㈬
　
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
雨
天
中

止
）

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
8

組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
ぬ
れ
て
も
い
い
服
か
水
着
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え

申
　
7
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

チ
ビ
ち
ゃ
ん
ポ
ケ
ッ
ト

　
み
ん
な
で
「
ぴ
ょ
ー
ん
！
せ
み
」

作
り
を
し
て
、
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
8
月
2
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
1
歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者

　
15
組
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
、
持

ち
帰
り
の
菓
子
代
）

申
　
7
月
27
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

西  

プ
ー
ル
開
放

日
時
　
8
月
2
日
㈬
〜
4
日
㈮

　
午

前
10
時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

対
象
　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

（
自
由
参
加
）

持
ち
物

　
ぬ
れ
て
も
い
い
服
か
水
着
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
着
替
え

子

育

て

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
8
月
7
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
班

　
内
線
3
4
3
2
・

イ
ベ
ン
ト
①

◆
犯
罪
被
害
者
支
援
員
養
成
講
座

　
犯
罪
被
害
者
支
援
員
の
役
割
や
犯

罪
に
遭
わ
れ
た
人
に
対
す
る
理
解
、

支
援
の
知
識
を
学
ぶ
基
礎
講
座
で
す
。

日
程
・
場
所
　
7
月
23
日
㈰
・
千
葉

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
7
月
30
日

㈰
・
船
橋
市
中
央
公
民
館
、
8
月
6

日
㈰
・
千
葉
市
美
浜
文
化
ホ
ー
ル

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

定
員
　
各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
公
益
社
団
法
人
千
葉
犯
罪
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
2
5
）

5
4
5
1
・

0
4
3
（
2
2
5
）

5
4
5
3
・ ch

ibacv
s@
orio

n
.ocn
.n
e.jp

へ

問
　
千
葉
県
く
ら
し
安
全
推
進
課
☎

0
4
3
（
2
2
3
）
2
3
3
3

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
混
声
合
唱
団

演
奏
会

　
元
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
、
ビ
オ
ラ
奏
者
の
土
屋
邦

雄
さ
ん
が
指
揮
す
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
レ
ク
イ
エ
ム
」な
ど
の
演
奏
会
で
す
。

日
時
　
23
日
㈰
　
午
後
2
時
〜
（
開

場
　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所
　
文

化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル

　
入
場
料

　

1
、
5
0
0
円

問
　
西
脇
☎
0
7
0
（
5
5
6
8
）

2
1
9
6

◆
書
道
作
品
展
示
会

　
日
頃
、
学
習
し
て
い
る
書
道
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時

　
7
月
26
日
㈬

　
午
後
1
時
〜

8
月
9
日
㈬

　
午
前
11
時

　
場
所

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
書
道
サ
ー
ク
ル
土
筆
　
奥
﨑
☎

（
4
9
1
）
8
5
8
2

◆
夏
休
み
子
ど
も
と
作
る
料
理
講
習

　
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
27
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後

0
時
30
分

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

対
象

　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

　
10

組
（
申
し
込
み
順
、
小
学
4
年
生
以

上
は
子
ど
も
の
み
の
参
加
可
）　
持

ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

　
メ
ニ
ュ
ー

　

ビ
ビ
ン
バ
丼
、
わ
か
め
ス
ー
プ
、
ゼ

リ
ー
　
参
加
費
　
7
0
0
円
（
子
ど

も
の
み
は
3
0
0
円
）

申
・
問

　
前
日
ま
で
に
電
話
で
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
友
の
会
　
金
子
☎

（
4
9
1
）
0
7
2
0
へ

◆
印
旛
沼
環
境
基
金
公
開
講
座

　「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
第

2
期
行
動
計
画
」
と
「
第
7
期
印
旛

沼
に
係
る
湖
沼
水
質
保
全
計
画
」
の

概
要
を
説
明
し
ま
す
。

日
時

　
8
月
5
日
㈯

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
場
所

　
ミ
レ
ニ
ア

ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
ホ
ー
ル

　
定
員

　

1
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加

費
　
無
料

申
・
問

　
7
月
18
日
㈫
か
ら
電
話
で

佐
倉
市
役
所
環
境
政
策
課
☎
0
4
3

（
4
8
4
）
4
2
7
8
（
平
日
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）
へ

◆
習
志
野
駐
屯
地
夏
祭
り

　
盆
踊
り
や
お
化
け
屋
敷
、
相
撲
、

花
火
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
8
月
5
日
㈯

　
午
後
1
時
〜

9
時
、
6
日
㈰

　
午
後
1
時
〜
8
時

※
5
日
の
夜
に
花
火
が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
習
志
野
駐
屯
地

（
船
橋
市
）　

問
　
陸
上
自
衛
隊
習
志
野
駐
屯
地
☎

0
4
7
（
4
6
6
）
2
1
4
1

◆
み
ん
な
お
い
で
よ
！
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム

　
季
節
の
星
空
を
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
投
影
し
ま
す
。

日
時
　
8
月
6
日
㈰
　
午
後
1
時
30

分
〜
2
時
30
分
　
場
所
　
千
葉
県
立

手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
（
柏
市
）

定
員

　
2
0
0
人
（
先
着
順
）　
参

加
費

　
無
料

問
　
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
1
9
2
3

sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講座などの申込開始日は15日から（休所・館の場合は翌日）です

親
子
星
空
ラ
イ
ブ
コ
ン

サ
ー
ト

　
軽
快
な
音
楽
と
ト
ー
ク
が
楽
し
い

「
Y
u
m
i
♪
M
a
k
i
」
に
よ
る

親
子
向
け
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
話
題
の
曲

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
演
奏
の
合

間
に
は
星
空
解
説
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
30
日
㈰
　
①
午
前
11
時
　
②

午
後
1
時
30
分
（
各
回
約
50
分
間
）

場
所

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
ド
ー
ム

定
員

　
一
般

　
86
人

料
金

　
1
人
3
0
0
円
（
座
席
を
必

要
と
す
る
幼
児
も
含
む
）

※
各
回
と
も
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
窓
口

で
開
演
1
時
間
前
か
ら
券
売
を
開
始

し
ま
す
。

問
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
5

～青少年相談員連絡協議会　お寺で宿泊体験～
「二日坊主よっ寺っしゃい」参加者募集
　お寺に泊まりながら、早起きして座禅をしたり、気持ちを集中して写経を
したりします。また、青少年相談員と楽しく交流する時間もあります。
　普段できない体験を夏休みにしてみませんか。
日程　８月26日㈯・27日㈰
※午後２時に市役所に集合してください。解散は正午を予定しています。
場所　長楽寺（根）
対象　市内在住・在学の小学4年生～中学生　20人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　着替え、洗面用具、タオルケット、コップ、懐中電灯、習字セット、
虫よけ、保険証のコピー
※入浴はできません。携帯電話やゲーム機、菓子などの持ち込みは禁止です。
参加費　1,500円（保険代、食事代ほか）
■申・■問　往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、電話番号、性別、生年月日、
学校名、学年、アレルギーなど特別な配慮が必要なことを記入の上、8月1
日㈫（必着）までに青少年相談員連絡協議会事務局（生涯学習課内）内線
3431へ（未記入のはがきを持参して、生涯学習課で申し込むことも可能）

「地域福祉計画策定等委員会」委員募集
　行政と地域住民が相互に協力し、支え合う地域福祉
を推進するため、「地域福祉計画」を策定しています。
　地域福祉計画策定等委員会では、計画の進捗状況の
把握や計画策定について検討しており、委員の任期満
了に伴い公募委員を募集します。
対象　市内在住・在勤の18歳以上　1人
※選考基準により選考し、結果は応募者全員に通知し
ます。
任期　委嘱日から3年間
※会議は平日で、今年度は年2回を予定しています。
報酬　会議1回6,600円
■申・■問　7月31日㈪までに所定の応募用紙（社会福祉
課・市ホームページにあります）に必要事項を記入の上、
郵送または直接社会福祉課厚生班　☎（497）3482へ

「第2次地域福祉計画・第4次地域福祉活動計画」報告会
～みんなで支え合いながら、生き生きと暮らすために～

　市では、今年３月に市が策定した「第2次地域福祉計画」と、
市社会福祉協議会が策定した「第4次地域福祉活動計画」の
報告会を行います。計画概要の説明や地域福祉のユニーク
な取り組みの発表を行い、参加者同士で情報交換を行いま
す。近所の人も誘って、一緒に参加してみませんか。
日時　7月29日㈯　午前10時～ 11時30分
場所　保健福祉センター
■申・■問　7月25日㈫までに、住所、氏名、電話番号を電話かファクス、メールで社会福
祉課厚生班　☎（497）3482・{syakai-fukushi@city.shiroi.chiba.jpへ

「地域福祉」って何だろう？
　地域に住む皆さんが住み慣れた地域で心豊かに安心して暮らしていけるよう、
地域の困りごとなどに対して地域の支え合いにより解決しようという考え方です。

みんなで支え合う「地域福祉計画」に関わりませんか

重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
受
給
券
の
更
新

　
現
在
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

助
成
受
給
券
の
有
効
期
限
は
7
月
31

日
㈪
ま
で
で
す
。
8
月
1
日
㈫
以
降

も
引
き
続
き
対
象
と
な
る
人
に
は
、

7
月
下
旬
に
市
か
ら
新
し
い
受
給
券

を
送
付
し
ま
す
。

　
受
給
の
対
象
は
、
64
歳
ま
で
に
身

体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級
ま
た
は

療
育
手
帳
Ⓐ
〜
A
の
2
を
取
得
し
、

市
民
税
額
が
基
準
額
を
上
回
ら
な
い

人
で
す
。

　
受
給
申
請
の
内
容
（
世
帯
構
成
、

健
康
保
険
証
、
金
融
機
関
口
座
）
に

変
更
が
あ
る
人
は
、
速
や
か
に
社
会

福
祉
課
で
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
3

不
妊
相
談

　
不
妊
や
不
育
症
で
悩
む
夫
婦
な
ど

か
ら
の
医
療
面
で
の
相
談
や
、
不
妊

治
療
・
不
育
症
に
関
す
る
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

日
時

　
8
月
24
日
㈭

　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所

　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象
　
不
妊
に
関
す
る
相
談
を
希
望

す
る
夫
婦
な
ど
　
3
組
（
申
し
込
み

順
）

申
・
問

　
8
月
21
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3

5
へ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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子

ど

も

ボ   
子
ど
も
手
話
教
室

　
耳
の
不
自
由
な
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
方
法
の
ひ
と
つ
と

し
て
手
話
を
学
ぼ
う
。

日
時

　
7
月
28
日
㈮
〜
30
日
㈰
（
全

3
回
）　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生
　
20
人
（
申
し
込
み

順
）

講
師

　
白
井
市
聴
覚
障
害
者
協
会
、

手
話
サ
ー
ク
ル
梨
の
実
の
皆
さ
ん

申
　
7
月
24
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

駅
ド
リ
ー
ム
・
パ
ス

ポ
ー
ト

　
保
育
園
や
幼
稚
園
の
先
生
を
目
指

し
て
い
る
皆
さ
ん
、
乳
幼
児
と
の
ふ

れ
あ
い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
①
8
月
1
日
㈫
　
午
後
3
時

〜
4
時
、
2
日
㈬

　
午
前
9
時
30
分

〜
正
午

　
②
8
月
22
日
㈫

　
午
後
3

時
〜
4
時
、
23
日
㈬

　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
2
日
と
も
参
加
で
き
る
中
学

生
〜
高
校
生
　
各
5
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き
、
筆

記
用
具

申
　
7
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

夏
休
み
鑑
賞
会
「
ゆ

う
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
シ
ョ
ー
」

　
N
H
K
の
教
育
番
組
に
出
演
し
て

い
た
「
ゆ
う
さ
ん
」
に
よ
る
パ
ン
ト

マ
イ
ム
や
不
思
議
な
マ
ジ
ッ
ク
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
も
う
。

　
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど

な
た
で
も
楽
し
め
る
迫
力
の
あ
る
シ

ョ
ー
で
す
。

日
時

　
8
月
2
日
㈬

　
午
後
1
時
〜

1
時
50
分
（
開
場

　
午
後
0
時
30
分
、

自
由
参
加
）

高

齢

者

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
男
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
フ
ィ
ー
ニ
ッ
ク
ス
」
会
員
募
集

　
中
学
で
バ
ス
ケ
部
に
入
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
男
の
子
、
体
力
を
つ
け
た

い
男
の
子
た
ち
、
一
緒
に
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
毎
週
火
・
金
曜
日

　
午
後
5

時
30
分
〜
8
時
、
毎
週
土
曜
日

　
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
　
場
所
　
第
一

小
学
校
、
清
水
口
小
学
校
体
育
館
ほ

か
　
対
象
　
市
内
の
小
学
校
に
通
う

小
学
5
年
生
ま
で
の
男
子

　
月
会
費

2
、
0
0
0
円

※
別
途
保
険
代
（
8
0
0
円
）
が
か

か
り
ま
す
。

問
　
八
代
☎
0
9
0
（
4
6
2
7
）

2
4
7
2

◆
新
体
操
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
リ
ボ
ン
や
ボ
ー
ル
を
使
い
な
が
ら
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
せ
ん
か
。

　
見
学
と
無
料
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
申
し
込
み
を
し
て

趣
味
・
教
養
・
学
習

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
〜
エ
ク
セ

ル
の
基
本
講
座
〜

　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
学
び
た
い
人

向
け
の
講
座
で
す
。

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
分
か
り
や

す
く
教
え
ま
す
。

日
時

　
26
日
㈬
・
27
日
㈭
（
全
2
回
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
8
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
1
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
7
月
21
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ワ
ン
デ
イ
趣
味
〜
籐

の
か
ご
作
り
〜

　
涼
し
げ
な
籐と
う
の
か
ご
を
作
り
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
8
月
8
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
白
井
高
校
芸
術
科
工
芸
担
当

宮
﨑
浩
子
先
生

持
ち
物

　
タ
オ
ル

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
7
月
30
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

シ   

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

福   

こ
ど
も
ま
つ
り

　
水
鉄
砲
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
基
地
づ
く

り
、
こ
ど
も
縁
日
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、「
キ
ャ
ラ
メ
ル
芋
虫
作
り
」

「
謎
ジ
ュ
ー
ス
」
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
流
し
そ
う
め
ん
、
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
屋
台
、
手
作
り
品
販
売
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
お
祭
り
で
す
。

籐のかごを作りませんか

講座などの申込開始日は15日から（休所・館の場合は翌日）です

く
だ
さ
い
。

日
時

　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
5
時
10

分
〜
6
時
30
分
（
年
少
者
は
午
後
6

時
ま
で
）　
場
所
　
公
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
年
少
以
上
の
女
子
　
持
ち
物

飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
・
問

　
当
日
の
正
午
ま
で
に
電
話

で
石
川
☎
0
9
0
（
4
0
2
7
）
5

0
9
6
へ

◆
英
語
夏
期
特
別
講
座
受
講
生
募
集

　
当
協
会
の
日
本
人
講
師
に
よ
る
英

語
特
別
講
座
（
中
学
校
卒
業
程
度
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
7
月
27
日
㈭
〜
8
月
31
日
㈭

の
毎
週
木
曜
日
　
午
後
7
時
〜
9
時

場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
定
員

10
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

　

1
回
4
0
0
円
（
資
料
代
）

申
・
問

　
7
月
23
日
㈰
ま
で
に
メ
ー

ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学

生
は
学
年
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
白

井
国
際
交
流
協
会
　
伊
川
☎
0
9
0

（
4
6
0
8
）
4
1
5
3
・ ifas

eig
oen
g
lish
@
y
ah
oo.co.jp

へ◆
箏こ

と
・
子
ど
も
教
室
参
加
者
募
集

〜
千
葉
県
青
少
年
育
成
事
業
〜

　
日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
箏
に
ふ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
時
・
場
所

　
7
月
28
日
㈮
・

29
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分
・
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

発
表
会
日
時
・
場
所

　
7
月
30
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜
・
文
化
会
館
か
お

り
ホ
ー
ル

　
対
象

　
小
学
4
年
生
〜

高
校
生
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費
　
無
料

※
こ
の
他
に
も
8
月
23
日
㈬
に
成
田

国
際
空
港
出
発
ロ
ビ
ー
で
発
表
会
を

行
い
ま
す
。
練
習
日
程
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
保
護

者
氏
名
を
箏
遊
会
　
赤
木
☎
0
9
0

（
2
6
3
3
）
0
5
2
1
・

（
4

9
1
）
3
8
2
8
へ

公  社長さんの話を聞こう
　市の北部にある「白井工業団地」は千葉
県の内陸工業団地で一番大きな工業団地だ
ということを知っていますか。
　事業者は約300社あり、豊富な業種と高度
な技術は市の自慢です。
　今回は白井工業団地の4人の社長さんが仕
事・人生・生活に至るまで幅広くお話しし
ます。
　皆さんの仕事や将来のヒントになるかも
しれません。
日時　8月5日㈯　午前10時～正午
対象　中学生以上　100人（先着順）

お話しをする社長の皆さん
会社名（業務内容） 役職・氏名

㈱進富
（鉄鋼製品・製造加工）

代表取締役会長
日色進さん

野水鋼業㈱
（各種鋼材販売）

代表取締役社長
野水俊明さん

サンレイ工機㈱
（工作機械・製造加工）

代表取締役社長
津覇浩一さん

㈱樹楽製作所
（家具製造・木工事）

代表取締役社長
佐々木重孝さん

　
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
を
い
っ

ぱ
い
作
ろ
う
。

日
時
　
8
月
4
日
㈮
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
2
時
（
雨
天
中
止
）

持
ち
物

　
ぬ
れ
て
も
い
い
服
か
水
着
、

着
替
え

福   

理
系
ナ
ビ
「
光
る
タ

ン
パ
ク
質
の
不
思
議
講

座
」

　
光
る
ま
ゆ
糸
か
ら
タ
ン
パ
ク
質
を

抽
出
し
て
み
よ
う
。
自
由
研
究
の
テ

ー
マ
に
ピ
ッ
タ
リ
な
講
座
で
す
。

日
時

　
8
月
14
日
㈪

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
中
学
生
〜
高
校
生
　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
N
P
O
法
人
く
ら
し
と
バ
イ
オ

プ
ラ
ザ
21
　
笹
川
由
紀
主
席
研
究
員

持
ち
物

　
筆
記
用
具
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   

福
祉
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

〜
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
、

君
に
贈
る
福
祉
体
験
の
夏
〜

　
2
0
2
0
年
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
の
競
技
を
体
験
し
な
が
ら
、
自
分

が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
ん
な

こ
と
が
あ
る
か
参
加
者
同
士
の
交
流

を
深
め
な
が
ら
福
祉
を
学
ぼ
う
。

※
食
事
代
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
8
月
15
日
㈫
・
16
日
㈬
（
全

2
回
）　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
5
年
生
〜

高
校
生
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

申
　
8
月
10
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

福   

文
章
が
簡
単
に
書
け

る
よ
う
に
な
る
必
見
講
座

　
文
章
が
す
ら
す
ら
書
け
る
よ
う
に

な
る
コ
ツ
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
楽

し
く
学
ぼ
う
。
受
験
に
も
役
立
ち
ま

す
。

日
時

　
8
月
16
日
㈬

　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
中
学
生
〜
高
校
生
　
15
人

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

◆
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
7
＆
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議

　
気
象
予
報
士
の
天
達
武
史
さ
ん
に

よ
る
防
災
対
策
講
演
会
や
多
彩
な
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
楽
し
み
な
が

ら
身
近
な
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

考
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時

　
8
月
6
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
30
分

　
場
所

　
千
葉
県
青

少
年
女
性
会
館
（
千
葉
市
）　
定
員

3
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク

ス
、
メ
ー
ル
で
千
葉
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
☎
0
4
3
（
2
5
2
）

8
0
3
6
・

0
4
3
（
2
5
2
）

8
0
3
7
・

 k
e
n
k
y
o
u
se
@

m
z.pref.ch

iba.lg
.jp

へ

イ
ベ
ン
ト
②

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
27
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

ゆうさん（右）のパフォーマンスをお楽しみに♪
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天
　
天
空
を
漕
い
で
行
く
か
な
蓮
見
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根

　
　
　
　
中
西
敦
子

地
　
駅
弁
の
箸
の
止
ま
る
麦
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口
　
　
斎
藤
裕
子

人
　
石
楠
花
の
ど
つ
と
咲
き
た
る
雨
後
の
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

【
選
評
】　
天
　
天
空
を
漕
ぐ
と
は
大
空
の
映
る
池
、
沼
な
ど
の
水
面
に
船

を
進
め
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
蓮
見
は
早
朝
に
行
う
。
映
る
東し

の
の
め雲

も
動
か

し
て
舟
を
漕
ぐ
。
地

　
麦
秋
の
こ
ろ
の
旅
、
車
窓
を
過
ぎ
る
実
っ
た
麦
畑

の
明
る
さ
に
思
わ
ず
弁
当
の
箸
を
止
め
た
。
最
近
は
麦
畑
も
少
な
く
麦
秋

の
景
は
珍
し
く
も
な
っ
た
。
懐
古
の
情
も
感
じ
ら
れ
る
。
人

　
こ
の
句
は

雨
の
晴
れ
間
の
明
る
さ
に
満
ち
て
い
る
。
ま
た
石
楠
花
の
香
り
も
寺
を
包

み
込
み
石
楠
花
浄
土
と
も
言
え
る
。

十
薬
を
地
に
咲
く
星
と
描
き
止
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
市
川
敦
代

水
張
り
て
里
山
浮
か
ぶ
代
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
下
堂
薗
慶
子

卯
の
花
の
香
り
立
ち
ゆ
く
夜
明
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
立
　
　
　
中
嶋
了
子

足
萎な

え
て
偲
ぶ
ば
か
り
の
青
山
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

思
い
出
を
ま
た
捨
て
て
い
る
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

倒
木
に
零こ
ぼ

る
る
ご
と
く
苔
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
山
川
純
子

赤
土
に
ボ
ー
ル
の
高
く
跳
ね
て
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
渡
辺
み
ど
り

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
み
ど
り
の
雨
傘
ひ
ろ
げ
角
に
立
つ

見
守
り
隊
の
友
八
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

【
選
評
】
友
は
す
で
に
八
十
歳
。
そ
れ
で
も
見
守
り
隊
の
一
員
と
し
て
街

角
に
立
ち
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
目
立
つ
黄
み
ど
り
が
見
守

る
人
の
存
在
を
知
ら
せ
有
効
に
働
い
て
い
ま
す
。

バ
ラ
開
き
急
ぎ
垣
根
を
切
り
下
げ
て

道
行
く
朝
の
人
に
披
露
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
石
田
精
一
郎

「
お
は
よ
う
」
と
挨
拶
か
わ
す
朝
練
の

子
等
の
元
気
に
朝
の
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
名
越
た
て
み

大
き
実
に
せ
ん
と
間
引
き
を
す
る
音
が

梨
畑
近
く
歩
め
ば
聞
こ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台
　
　
藤
原
澄
子

老
い
て
な
お
学
ぶ
こ
と
あ
る
う
れ
し
さ
に

梅
雨
も
厭
わ
ず
「
脳
ト
レ
」
通
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

　※
俳
句
と
短
歌
の
入
選
作
は
氏
名
の
五
十
音
順
で
す
（
特
選
を
除
く
）。

施
設
を
支
え
る
指
定
管
理
者

〜
指
定
管
理
者
の
取
り
組
み
を
紹
介
〜
➍

豊
富
な
経
験
と
実
績
の

あ
る
会
社
で
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
毎
年
白
井
市
民

プ
ー
ル
を
利
用
く
だ
さ
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
㈱
協
栄
千
葉
支
店
は
、
平

成
3
年
に
市
が
、
市
民
プ
ー
ル
を
開

設
し
た
当
初
か
ら
管
理
業
務
を
受
託

し
、
そ
の
後
、
市
が
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
た
平
成
18
年
度
以
降
は
、

指
定
管
理
者
と
し
て
市
民
プ
ー
ル
を

管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。
昨
年
、
公

募
に
よ
り
、
再
び
平
成
33
年
度
ま
で

の
5
年
間
の
指
定
管
理
者
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
全
国
の
17
施
設
で

プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
実
績
を
有

し
、「
お
客
様
、
従
業
員
、
会
社
が

心
を
結
び
合
っ
て
と
も
に
歩
ん
で
行

き
た
い
」
と
い
う
企
業
理
念
の
も
と
、

私
た
ち
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
安
心

も
、
快
適
も
、
感
動
も
」
を
実
感
で

き
る
施
設
運
営
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。安

全
で
快
適
な
プ
ー
ル

運
営
に
努
め
て
い
ま
す

　
私
た
ち
は
、
実
績
と
経
験
を
も
と

に
、「
安
全
・
安
心
」「
平
等
・
快

適
」
な
プ
ー
ル
運
営
を
行
う
と
と
も

に
、
利
用
者
目
線
で
の
運
営
を
心

掛
け
、
意
見
や
要
望
な
ど
を
把
握
し
、

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
、
快
適
に
楽
し
め
る
よ

う
創
意
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
万
が
一
の
事

故
・
事
件
に
備
え
、
適
切
に
対
応
す

る
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
て
、
安
全

管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

白
井
市
民
プ
ー
ル
オ
ー

プ
ン
中
で
す
！

　
今
年
も
7
月
1
日
㈯
か
ら
9
月
10

日
㈰
ま
で
の
期
間
で
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。
昨
年
も
5
万
人
以
上
の
来

場
が
あ
り
、
毎
年
多
く
の
皆
さ
ん
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
ー
ル
は
、「
25
㍍
プ
ー
ル
」、
1

周
1
5
0
㍍
の
「
流
れ
る
プ
ー
ル
」

「
幼
児
用
プ
ー
ル
」、
全
長
91
㍍
と

62
㍍
の
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ラ
イ

ダ
ー
」（
身
長
1
2
0
㌢
㍍
以
下
の

人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）
が
あ
り
、

プ
ー
ル
内
の
売
店
や
自
動
販
売
機
で

は
、
飲
食
物
や
遊
具
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
期
間
中
は
、「
バ

ブ
ル
ボ
ー
ル
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
（
最
終
入
場
時
間
は
、
午
後

4
時
）
ま
で
で
す
。

　
家
族
や
友
達
と
楽
し
い
夏
の
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
来
場
を
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
詳
細
は
、
白
井
市
民
プ
ー
ル
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
http:

問
　
行
政
経
営
改
革
課
行
政
経
営
改

革
班

　
内
線
3
3
9
1

「バブルボール」で遊ぶ子どもたち

㈱協栄千葉支店スタッフの皆さん

白
井
市
民
プ
ー
ル
　
㈱
協
栄
千
葉
支
店

　王道のムード歌謡を歌う「スーパー銭湯のア
イドル」としてメディアに取り上げられ、注目
を集めているグループ「純

じゅんれつ

烈」を知っていますか。
　元戦隊ヒーロー出身の俳優中心メンバー 5人に
よる歌は情緒たっぷり、ユニークな振り付けや
笑いのあるトークで観客を魅了する爽やかな笑
顔は幅広い世代に癒やしのひとときを提供して
います。
　リーダーの酒井一圭さんは、12 ～ 17歳を白井
市で過ごしていて、心のふるさとは白井市とい
います。引っ越してきた時の印象は「自然の多
いリゾート地に来た」で、豊かな自然にワクワ
クし友達と原っぱを駆け回っていた少年時代だ

ったそうです。また、当時あった牧場の馬を見たことがきっかけで「競馬」が
趣味になったといいます。
　市の名産ナシは、特に「幸水」「豊水」が好きという酒井さんは、白井につ
いて「私は子役もしていましたので芸能活動をしていない時期が白井時代にな
ります。役者になることを改めて目指すまでの青春時代を過ごした思い出がた
くさんあります。多くの友達ができましたし、失恋も経験しました。ムード歌
謡グループを結成してみようと思ったのは映画の撮影中に複雑骨折をして歩け
なくなってしまうかもしれないという不安や挫折の中で、これからは周りの人
に喜んでもらえることをしようと考えたからですが、白井に引っ越して初めて
自分の部屋を持って好きな音楽をたくさん聴
いたことが今の音楽につながっていると思い
ます。実家に帰るとよく散歩をしますが、虫
の声を聞き星空を眺めて曲作りをするといい
曲が浮かびます」と話してくれました。
　夢は「紅白出場！」という純烈ですが、グ
ループ名「純烈」には「志を変えずに最後ま
で貫く」という意志が込められています。ひ
たむきに夢に向かう純烈を応援しましょう。

しろいの自然は心のふるさと
ムード歌謡グループ リーダー　酒

さかい

井一
かずよし

圭さん

　田中選手は、サイドハーフやトップ下のポ
ジションを任されチームメイトに積極的に声
を掛け走り続けています。
　6月にフランスで開催された「トゥーロン
国際大会」にU－19日本代表選手として出場
し、果敢にゴールに挑みましたが、U－20イ
ングランド代表チームに惜しくも敗れました。
これまでも年代別の日本代表選手として選出
され、積極的に攻撃する姿勢で活躍している
田中選手ですが、一番の思い出は12歳の時に
「全日本少年サッカー大会」で柏レイソルU－
12が全国制覇をしたときといいます。キャプテンを務め、チームのみんなをど
うしたら引っ張っていけるか、大きな声でコミュニケーションを心掛け優勝し
ました。この時の経験は宝物だそうです。
　練習を終えて白井の家に帰るとホッとするという田中選手は「これから収穫
を迎えるナシはどの品種もおいしいですし、白井市の静かな環境が好きです。
サッカーを始めたきっかけは兄の影響で、住んでいたマンションの広場が遊び
場でした。ボールで遊ぶことが好きになりサッカーが習慣になっていました。
目標は、3年後の東京五輪に出場すること、プロサッカー選手になることです。
試合に来て応援をしてくれる家族や近所の皆さんに感謝しています。プレー中
に応援の声が聞こえると力になります。全力でがんばり日々成長したいと思い
ますので応援をよろしくお願いします」と闘志を内に秘め静かに話してくれま
した。熱いまなざしの田中選手を応援しましょう。

市出身のサッカー選手が東京五輪出場を目指す！
柏レイソルU－18所属の田中陸選手

夢に挑み続ける田中陸選手

爽やかな笑顔の酒井一圭さん

3月に発売された「愛でしばりたい」は
オリコンデイリー CDシングルランキン
グ第 1位に輝きました（左上が酒井さん）

市民プール利用料金
区分 利用料金

市内
在住者

一般・高校生・大学生 450円
小・中学生 150円
幼児（4歳以上） 100円

市外
在住者

一般・高校生・大学生 750円
小・中学生 300円
幼児（4歳以上） 150円

※回数券（7枚で6回分の料金）の販売もし
ています。

URL


